
  

 
 

 寒さを乗り切ろう～大寒（1/20～2/3）～ 

1/23(月)の朝礼で大寒について子どもたちに紹介しまし

た。大寒以降もしばらく寒い日は続きますが、統計上、年間の

最低気温は大寒の期間に出ることが多いようです。 

学校でも厳冬期は、防寒のための服装を認めています。 

いくつか紹介します。 

①制服の下のベスト・セーター（ワンポイントやラインの無いも

の） 

②黒色学生長ズボン、黒色無地のタイツ・レギンス。（男女問

わず可） 

③通学時の防寒用として手袋、マフラー、上着、長ズボン等は華美で

ないものは着用可。 

寒い日には、特に手袋を用意して欲しい

と思います。 

その都度注意はするのですが、歩道橋を

上着のポケットに手を入れたまま駆け足で

降りているのを見るとひやひやします。 

体調に合わせた暖かい服装と外でしっ

かり運動することで子どもたちが寒い冬を

乗り切ってくれればと思います。 

 外部講師による出前授業 
感染状況はまだまだ予断を許しま

せんが、コロナ禍も3年が経過し、

WITHコロナに向かって社会は動き

始めています。            

学校でも昨年度までは中止されていた外部講師を招いて

の授業を再開しています。 

12/20(火)には、1年生がウクライナから総社に避難され

ているアロナさんから、ウクライナのお話を聞き、その後、長縄

やじゃんけん列車をして交流しました。 

1/19（木）には、5年生が LINE株式会社の方から SNSの

使い方についてリモートでお話をうかがいました。4年生も3学

期に一般社団法人「コノヒトカン」の方と協同でフードロスの問題

に取り組む予定になっています。 

身近な社会の問題と教科書で学習した知識を関連付けたり、

新たに自分で課題を見つけたりすることは子どもたちにとって大

変有意義な学習です。 

今後もコロナの感染予防に留意をしながら積極的に外部講師

を招いての授業に取り組んでいきたいと思います。 

１２・１月の行事から 

1日美術館  

1/11（水）総社市所蔵の

美術品が清音小に持ち込ま

れ、1日美術館が開かれまし

た。 市の担当の方から解説

を聞きながら、東山魁夷の絵

画、高木聖鶴の書等を鑑賞し

ました。 

チャレンジ走  

 

 1月から寒さに負けない

体力づくりのため、火・金

の業間休みに3～5分間

のチャレンジ走に取り組ん

でいます。 

 

認知症サポーター講座      

1/17（火）総社市中央部南地

域包括支援センターの方から

５年生が認知症や認知症のお

年寄りとの関わり方について

学びました。 

 

アロナさん交流 

12/20(火)1年生がウクライナ

から避難されているアロナさんか

らウクライナの料理やクリスマスの

過ごし方についてお話をうかがっ

たり、アロナさんとじゃんけん列車

や長縄を楽しんだりしました。 

総社市立清音小学校  
 

学校だより    NO１０. 
 

令和５年１月２７日：発行責任者 学校長 

 



 


